
1.

2. 事業の目的及び内容

3.

4. 交付実績額 　　   　　２９，９０１ 千円（A）

5.

(1)　人件費 　　　　　 １３，１５０ 千円

(2)　一般管理費 　　　　　 　３，５１５ 千円

(3)　その他の管理費

金    額

　　　　　    　 　 　  千円

　　　　　 １６，６６５ 千円

6. 外部への支出

(1) 外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支 出 先 金    額

　 　　　　　　　　　　　 千円

　　　　　　　　　　　 千円（Ｂ）

(2) (1)以外の支出

支 出 先 金    額

 職員・調査研究員 　　　　　　２，０９４ 千円

 調査研究員 　　　　　　１，３８５ 千円

 現地調査員 　　　　　　７，２００ 千円

 レンタカー会社 　　　　　　　　５４３ 千円

 運送業者 　　　　　　　　　３６ 千円

 量販店等 　　　　　　　　１７６ 千円

 印刷業者 　　　　　　　　３７８ 千円

　　  　  １１，８１２ 千円

7. その他

金    額

　　　 　　１，４２４ 千円

　　　 　　１，４２４ 千円

8. 再補助・再委託等の割合 　　　　　   ０  ％(B/A)

内    容

消費税及び地方消費税

合    計

合    計

　

 印刷製本費

 旅費

 借料損料　（レンタカー）

 消耗品費　（ガソリン代等）

 通信運搬費　（レーダー送料）

 賃金

補助金等支出明細書

合    計

　財団法人 日本鳥類保護連盟

 諸謝金

交付先の公益法人の名称

内    容

支 出 内 容

合    計

支 出 内 容

(1)　目的

(2)　具体的な内容

補助金等の名称 平成２１年度渡り集結地衝突影響分析業務

全国における渡り集結地からの情報を収集し、集結地や、集結地間の渡り
経路を可能な限り詳細に把握することを目的とする。また、特にバードストラ
イク問題が注目されている北海道のオジロワシ・オオワシについては、渡り
経路に加えて繁殖地や越冬地での環境利用の詳細についても把握を行う。
これによって、風力発電施設の新設に際してはバードストライク問題に適切
な配慮を行うための情報を整備し、風力発電の推進と野生生物保護との両
立を目指すものである。

　風力発電施設においてバードストライクの発生が懸念されるワシタカ類、
ガンカモ類、小鳥類について、２０年度に引続き、全国の渡り集結地や集結
地間の渡り経路に関する情報収集・現地調査を行った。また、北海道のオジ
ロワシ・オオワシについて、渡り経路及び繁殖・越冬状況の情報を収集整理
するとともに現地調査を行った。
　平成19年度以降の本業務をもとに、全国の渡り集結地や集結地間の渡り
経路に関する情報、北海道のオジロワシ・オオワシに関する繁殖地や越冬
地での環境利用の詳細等についてとりまとめるとともに、風力発電施設の
設置に際して配慮が必要な事項について、考察を行った。

補助金等における管理費


